
 

 

 

 

 

 

 
 

      

「１月往ぬる ２月逃げる ３月去る」 

                                                  校長 飯 出 広 行 

令和６年は新年早々、「能登半島地震」が発生して、多くの被災者が未だ苦しい状況にお

かれています。亡くなられた方々に深く哀悼の意を表すとともに、被災された皆様に心より

お見舞い申し上げます。 

さて、新しい年を迎え、令和５年度第３学期がスタートしました。改めまして本年もどう

ぞよろしくお願いいたします。 

冬季休業を終え、学校に生徒たちが戻ってきました。第２学期の終業式の日に、「第３学

期始業式の日に元気で会いましょう」と話して冬季休業を迎えました。約束通り元気な姿で

登校してくれた生徒たちを見ると、元気に戻ってきてくれたうれしさと今後の学校生活の緊

張感を感じるところです。生徒個々がどんな休みを過ごしたのか、何か楽しいことはあった

のか、困ったことはなかったのか等々、表情を見ながら思いを巡らします。 

第３学期は、一年間のまとめの学期となります。３年生は卒業証書授与式、１・２年生は

修了式を迎えることとなります。始業式で次の言葉を生徒に紹介しました。「１月往ぬる 

２月逃げる ３月去る」という言葉です。これは、行く１月、逃げる２月、去る３月とも

言い、あっという間に過ぎていくことを意味します。生徒たちには、だからこそ「１日１日

を大切にしてほしい」こと、そして「卒業や進級に向けて、心と体の準備をしてほしい」こ

とを話しました。１日の活動や１時間の授業を大切にし、考えながら（目標をもって）取り

組んでほしいと思います。また、一年間を振り返り、自分自身に何ができるようになったの

か、どんな成長ができたか、または、自分に足りない部分は何か、課題は何か等々を考え、

改善できることを実践することが、卒業や進級に向けた準備であることを話しました。意識

して取り組んでくれることを期待しています。 

本年も、感染症対策のほか災害、学校事故などの危機管理に努め、引き続き安心安全な学

校つくりに、教職員一同努めてまいります。保護者の皆様、地域や関係機関の方々、変わら

ぬ御理解と御協力をお願いいたします。 
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12 月 19 日（火）に第 28 期生徒会役員選挙が行われました。３年生が中心となっていた

執行部から世代交代となり、１，２年生の新たな生徒会執行部のメンバーが決定しまし
た。立候補者の「陰口のない学校にしたい」という熱い思いや、「コミュニケーションの力

を高めたい」という気持ちが伝わる演説でした。投票は、今金町から実際の選挙で使用し

ている投票箱をお借りし、これから選挙権を持つ生徒達の模擬選挙としても学ぶよい機会
となりました。これからの執行部の活躍を期待しています 

 

 

 

 
 ２月８日(木)に本校の模擬株式会社総会を行いました。この総会では、今年度の模擬株式会社委

員会や生徒の学習活動の報告が行われました。模擬株式会社委員の活動として、ふるさと納税返礼

品の商品企画や学校祭仕入れ販売、学習活動報告として、各学科 SDGｓの取り組み、年間の学科毎

の売り上げ、共通作業種などの報告が行われました。副社長である校長先生からは、これからも質

の良い製品作りに邁進し、この活動を頑張ってほしいとう激励もいただきました。 

 

 

 

 

 
日 時 予 定 

３月１日(金) ・卒業証書授与式 

３月８日(金) ・保護者懇談週間 

３月 12 日(火) ・１学年作業強化日（～14 日） 

３月 14 日(木) ・２学年販売実習 

３月 21 日(木) ・３学期末大掃除 

３月 22 日(金) ・修了式、離任式、参観日 

３月 23 日(土) ・学年末・学年始休業（～４/７） 


